

























































































































































































































































































































図１ カリキュラム構成論上の２つの視点 図２ 要録の記述の視点
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（１）保育所保育要録に関して
保育所にとって、今回の要録作成は初めての取り組みである。今後の改善に向け、
「１年間の育ちの経緯を縦断的に見とる」視点からも記述することが重要だと考える。
本来、保育所保育要録では、「子どもの育ちに関わる事項（表２【保１】）」で、「子
どもの育ってきた過程を踏まえ、その全体像を通して総合的に記載」することになっ
ている。しかし、現実には、スペースが狭いこともあるのか、十分な情報が得られな
かった。この欄に、子どもの育ちの経緯を詳しく記述することでも改善が図られると
思う。また、「養護に関わる事項（生命の保持及び情緒の安定）（表２【保２】）」の欄
も、問題がない限り、「特になし」と表記する傾向が見られた。
保育所保育要録においては、それぞれの欄に、子どもの見とりをより詳細に記載し
ていくことが求められるだろう。
（２）幼稚園指導要録に関して
幼稚園では、本年度より要録の様式が改正され、５領域15項目の「発達の状況（表
４）」の評価欄がなくなった。そのため、これまで以上に「各領域のねらいを視点と
して」記述する必要が生じた。それでないと、１年担任から見て、記述が総括的過ぎ
て活用しにくいものに陥る危険性がある。幼稚園指導要録では、「５領域の視点から
子どもを横断的に見とる」分析的な視点が求められると思う。
また、幼稚園指導要録の中には、（多くの事例で記載されているにも関わらず）食
事の様子、身辺自立の状況、情緒の安定性等「生活面」に関する欄がない。その点で、
保育所保育要録の「養護に関わる事項」があるのは読みやすい。「生活面」に関して
は、詳細に書くだけでなく、独立させて読みやすくするとよいだろう。
Ⅴ．まとめ
１．要録がより有効に活用されるための提言
１年担任は、子ども一人ひとりがどのような育ちを経て小学校に入学してきたのか
を把握した上で、入門期の指導を計画する必要があると思う。そのためにも、子ども
の育ちや指導の記録である要録が果たす役割は大きい。しかし、１年担任にとって、
要録が十分に価値のある資料となっていないという重大な現実も浮き彫りになった。
ここでは、今後研究を重ねる上で考えていきたい要録の有効な活用に関して提言する。
（１）保育所保育要録と幼稚園指導要録の記述の視点を共有していく
考察で述べたように、「５領域ごとに“横断的に”記述している保育所」と「１年
間の育ちの経緯を“縦断的に”記述している幼稚園」とでは、５歳児の見とりの視点
が異なるため、１年担任から見ると内容が読み取りにくい。書式が異なるのはやむを
得ないにしても、保育所と幼稚園が表記の視点を共有し、共に改善を図る必要がある。
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（２）それぞれの保育所・幼稚園の保育の情報を提供する
「絵画・製作にじっくり取り組める」「預かり保育登録児（１事例）」等の表記が見
られたが、その保育所・幼稚園生活の全体像が見えずに、個人の記録だけが送付され
ても子どもの育ちはわかりにくい。
要録送付にあたり、保育所や幼稚園の「要覧」や「案内」等、一日の生活の流れを
表記した書類を添付するとよいと思う。遊びの場面が多い園、一斉保育が中心の園等、
保育形態が異なったり保育時間にも差があったりする。それぞれの個人の記述がどの
ような園生活の中で見とれたものなのかを１年担任に理解してもらう必要がある。
（３）具体的場面を挙げて表記する
トラブル場面等、指導が必要な場面で保育者がどのように関わったかについての記
述は、１年担任も必要としている情報である。記載できるスペースは少ないが、でき
るだけ具体的な場面を挙げ、その時々の子どもの状況と保育者の関わりについて記載
できるとよい。ただし、気になる子がいる時だけ見るといった「対処療法的な活用」
ではなく、要録は全員の子どもを理解するための手だてであることを共通理解したい。
（４）保護者の情報の記載について
保育要録・指導要録ともに、「保護者についての情報」はほとんど記載されていな
い（本調査では、次子の出産に関わることのみであった）。公簿であり公開性が求め
られる要録に、１年担任が求めている「保護者についての情報」を記載することは難
しいが、今後の重要な課題である。一案として、特に保育所の場合、出欠の状況、延
長保育や土曜保育の実態等を記載し、保護者の就業状況も把握できるとよい。
（５）要録を通して保幼小が保育・教育内容を相互理解する
これまで筆者が続けてきた、自らの保育実践を踏まえた幼小連携の研究の中で、
「幼小が保育・教育方法を相互理解し、それぞれの教育方法を見直すこと」の重要性
を明らかにしている。14）小学校が要録の活用によって入門期の教育方法を見直したり、
保育所や幼稚園が要録の記録方法を改善することによって保育方法を見直したりする
機会になればと願っている。今回の調査は、１年担任が要録を十分に活用していなか
ったという残念な結果に終わったが、保幼小の連携が求められる今、要録の活用によ
って保幼小の相互理解が深まることを期待している。
２．今後の課題
本研究で保育所保育要録と幼稚園指導要録の記述の相違点が明らかになった。しか
し、まだデータ数も少ない上、長年指導要録を作成してきた幼稚園に比べ、本年度初
めて保育要録を作成した保育所では経験知も全く異なり、記述に不慣れな面があるの
は当然である。今後、数年をかけデータ数を増やし検証を重ねたいと考えている。ま
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た、テーマを焦点化し、研究を深める必要性も強く感じている。
要録の活用に関しては、保育所・幼稚園に対して「要録において伝えたい情報とは
何か」、小学校に対して「１年担任にとって必要な就学前の情報とは何か」「要録によ
り保育所・幼稚園の保育・教育への理解が深まったか」「小学校入門期の指導にどう
生かせたか」等のアンケート調査を行う予定である。そして、１年生が小学校入門期
の生活をスムーズにスタートするための有効な要録の在り方を明らかにしたい。
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